
1

ティー・ロウ・プライスニュー・ホライズン・ファンド
Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）
追加型株式投信／海外／株式

投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建て資産には為替変動リスクもあります）を投資対象としているため、お客様の資産が
当初の投資元本を割り込み損失が生じることがあります。詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずお読みください。

運用実績の推移

■Aコース（為替ヘッジあり）

※基準価額は1万口当たりとなっています。
※基準価額および基準価額（分配金再投資）は信託報酬（後記の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※基準価額（分配金再投資）および騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。
※運用実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。
※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
   運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合があります。

騰落率（％）

■Bコース（為替ヘッジなし）

運用実績の推移 騰落率（％）

※基準価額は1万口当たりとなっています。
※基準価額および基準価額（分配金再投資）は信託報酬（後記の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※基準価額（分配金再投資）および騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。
※運用実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。
※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
   運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合があります。

分配金実績（１万口当たり、税引き前）

分配金実績（１万口当たり、税引き前）

作成基準日　2025年11月28日
お客様用資料（月報）

第１期 第２期
'24/4/25 '25/4/25

分配金 0円 0円 0円

累計

第１期 第２期
'24/4/25 '25/4/25

分配金 0円 0円 0円

累計

基準価額 9,809円 設定日 2023年12月20日
純資産総額 16.9億円 信託期間 原則として無期限
決算日 毎年4月25日（休業日の場合は翌営業日）

基準価額 11,703円 設定日 2023年12月20日
純資産総額 382.6億円 信託期間 原則として無期限
決算日 毎年4月25日（休業日の場合は翌営業日）
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期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来
ファンド -0.72 3.22 11.35 -9.63 - -1.91

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来
ファンド 1.28 11.11 23.78 -2.63 - 17.03
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現金他

5億米ドル未満

5-20億米ドル

20-100億米ドル

100-200億米ドル

200-500億米ドル

500億米ドル以上

銘柄名 セクター 通貨 国・地域 構成比

1 デイフォース 資本財・サービス 米ドル 米国 1.99%

2 ラティスセミコンダクター 情報技術 米ドル 米国 1.92%

3 ナテラ ヘルスケア 米ドル 米国 1.91%

4 アルジェンX ヘルスケア 米ドル ベルギー 1.69%

5 ガーダントヘルス ヘルスケア 米ドル 米国 1.59%

6 インスメッド ヘルスケア 米ドル 米国 1.45%

7 サイトワン･ランドスケープ･サプライ 資本財・サービス 米ドル 米国 1.43%

8 ファブリネット 情報技術 米ドル 米国 1.27%

9 MACOMテクノロジー・ソリューションズ・ホールディングス 情報技術 米ドル 米国 1.24%

10 テレダイン･テクノロジーズ 情報技術 米ドル 米国 1.18%

合計 15.67%

（組入銘柄数：306銘柄)

■資産配分 ■国・地域別配分（上位5ヵ国） ■セクター配分

■組入上位10銘柄

ティー・ロウ・プライスニュー・ホライズン株式マザーファンドの状況

■時価総額別銘柄数（比率）

作成基準日　2025年11月28日
お客様用資料（月報）

株式等 98.81%

現金他 1.19%

合計 100.00%

27.64%

23.04%

20.18%

7.93%

6.88%

4.76%

3.11%

2.50%

2.19%

0.58%

0.00%

1.19%

ヘルスケア

資本財・サービス

情報技術

一般消費財・サービス

金融

エネルギー

素材

不動産

コミュニケーション･サービス

生活必需品

公益事業

現金他

※構成比はすべてマザーファンドの対純資産総額の比率です。
※セクター配分は、世界産業分類基準（GICS）の分類にて区分しています。ティー・ロウ・プライスは、将来の報告についてGICSの更新があれば
それに従います。GICSの情報は巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」をご確認ください。
※現金他には、キャッシュのほか未収・未払金等を含んでおり、マイナスとなる場合もあります。

※構成比はすべてマザーファンドの対純資産総額の比率です。
※セクター配分は、世界産業分類基準（GICS）の分類にて区分しています。ティー・ロウ・プライスは、将来の報告についてGICSの更新があれば
それに従います。GICSの情報は巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」をご確認ください。
※当該銘柄の売買を推奨するものではありません。
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■市場概況
11月の米国小型グロース株式市場（ラッセル2000グロース指数、米ドルベース）はマイナスリターンとなり、大型株（S&P500指数）
に劣後しました。
米国株式市場は上旬から中旬にかけて軟調な展開となりました。複数の米地区連銀総裁がインフレ警戒により12月の利下げに慎重な
姿勢を示す中、高値警戒感から10月まで相場をけん引してきた人工知能（AI）関連銘柄からの資金流出が進みました。史上最長
の期間となった米連邦政府機関の一部閉鎖が解除されると、その後発表された9月の小売売上高や失業率が米景気の減速を示すも
ので、12月の利下げへの期待が高まったため、株式相場は月末にかけて上昇しました。しかし、前月末を上回る水準に回復した小型株
全般とは対照的に、小型グロース株はAI関連銘柄低迷の影響が残り、前月末水準までは届きませんでした。
ラッセル2000グロース指数の業種（世界産業分類基準（GICS）に基づく11セクター）別のパフォーマンス（トータルリターンベース）
では、電力会社などの「公益事業」に加え、「コミュニケーション・サービス」や「情報技術」など、AIに関連した銘柄の比率が高いセクターの
下落幅が大きくなりました。一方で10月まで出遅れていた「不動産」や「ヘルスケア」などのセクターが、AI関連銘柄から流出した資金の
受け皿となって急上昇しました。また、為替市場では米ドルが円に対して続伸したため、ラッセル2000グロース指数の当月の円ベース・リ
ターンはプラス圏に浮上しました。

■運用概況
11月のファンドの騰落率は、Aコース（為替ヘッジあり）が-0.72%、Bコース（為替ヘッジなし）は+1.28%となりました。

当月はヘルスケア銘柄全般が過去の出遅れの一部を取り戻す動きが市場で広がる中、当ファンドでも、同セクターの組入銘柄の貢献が
目立ちました。①ナテラ（DNA検査によるがんや婦人科系疾患などの診断サービスを提供）は主力の「シグナテラ」（血液によるがん検
査サービス）の販売好調に支えられて7-9月期が大幅な増収となり、同じく10月末に好決算を発表した②ガーダントヘルス（がんの早
期発見用検査などの診断サービスを提供）とともに株価が上昇しました。③スカラー・ロック・ホールディング（バイオ医薬品会社）は、脊
髄性筋萎縮症（SMA）患者の運動機能改善を目的に開発中の新薬「アピテグロマブ」について、製造を委託している企業が現在受
けている当局（FDA）の審査が年内にも終了し、2026年に薬事承認が得られる可能性に言及したことが投資家の期待につながり、
株価を押し上げました。

一方、ブルーム・エナジー（発電設備メーカー）は株価が下落し、組み入れがマイナスに寄与しました。天然ガスやバイオガスなどの燃料
を燃焼させずに電気化学的プロセスで電力に変換する独自の固体酸化物燃料電池技術により、AI向け需要が急増するデータセンター
への採用が拡大し、好決算も相まって10月まで連騰が続いていましたが、当月は他のAI関連銘柄とともに騰勢一服となりました。

■今後の見通し
小型株（特にグロース株）市場は、「破壊的イノベーション」が活発で、将来の大企業となる企業が生まれ、急成長を始める場だと考え
ています。ただし、米国株式市場をけん引する超大型テクノロジー企業の圧倒的なパフォーマンスに貢献してきたAIのようなトレンドと無
縁なわけではありません。むしろ、先端技術を開発・活用して革新性のある製品やサービスを提供したり、新たな事業領域を開拓したりす
ることで、成長に結びつけている小型企業は数多く存在します。また、こうした破壊的イノベーションは、テクノロジー分野に限ったものでは
なく、創薬やライフサイエンスといったヘルスケアから、企業間（BtoB）や消費者向け（BtoC）の取引・サービス提供、さらにはフィンテッ
クなどの金融に至るまで、経済の様々な分野を対象とするものに広がっています。

とはいえ、途中段階で成長が途絶え、市場からの退出を迫られる企業も数多く存在することから、投資に当たっての目利きは大型株以
上に重要になります。当ファンドは、次世代の突出した成長企業を見極め、お客様に代わって投資することを目指し、現在は主に資本
財・サービスやエネルギー、ヘルスケアなどの分野に多くの投資機会を見出しています。

当ファンドでは、1960年の運用開始から60年以上という、小型株投資では群を抜いて長期の歴史を経て培われた弊社独自の知見や
ノウハウを基に、①イノベーション大国アメリカにおける次世代のビッグ・ビジネスとなり得る企業を発掘し、②それら有望銘柄に成長の初期
段階から投資を始め、③ファンダメンタルズやバリュエーションなどに鑑みながらも長期にわたって保有を続けることで、日本の個人投資家の
皆様の資産形成や、結果として経済社会における産業構造の変革のサポートにも貢献することを目指しています。

運用担当者のコメント

作成基準日　2025年11月28日
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当資料のご利用にあたっての注意事項

当資料は、ティー･ロウ･プライス・ジャパン株式会社が作成したお客さま用資料であり、金融商品取引法に基づ
く開示書類ではありません。
投資信託は、値動きのある有価証券等を対象としているため、投資元本を割り込み損失が生じることがあります。
ご購入の際は販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）を必ずお受け取りのうえ、内容をよく読
み、ご自身でご判断ください。
投資信託は、預金または保険契約ではないため、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象にはなり
ません。
また、金融機関の預貯金と異なり、元本および利息の保証はありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただ
く投資信託は、投資者保護基金の支払対象ではありません。
ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング･オフ）の適用はありませ
ん。
当資料に記載の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果
を示唆あるいは保証するものではありません。
個別銘柄につき、売買を推奨するものではありません。
当資料内で表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。
当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性あるいは完全性について保証
するものではありません。
当資料における見解等は資料作成時点のものであり、将来事前の通知なしに変更されることがあります。
世界産業分類基準（「GICS」）は、モルガン・スタンレー・キャピタル・インターナショナル（「MSCI」）お
よびマグロウヒル・カンパニーズ傘下のスタンダード＆プアーズ（「S&P」）が開発した独占的財産およびサー
ビスマークであり、ティー・ロウ・プライスにライセンス供与されています。MSCI、S&PまたはGICSの作成、
編集もしくはGICS分類に関与する第三者はいずれも、当該基準や分類（またはその利用から得られた結果）に
ついて明示的にも暗示的にもいかなる保証や表明もしません。また、すべての関係当事者は、当該基準や分類の
いずれについても、その独創性、正確性、網羅性、商品性または特定の目的適合性について、いかなる保証から
も明示的に免責されます。前述の内容を制限することなく、MSCI、S&P、その関連会社またはGICSの作成、編
集もしくはGICS分類に関与する第三者はいずれの場合も、直接的、間接的、特別、懲罰的、結果的またはその
他のいかなる損害（逸失利益を含む）について、その発生可能性が通知されていたとしても、いかなる責任も負
いません。

収益分配金に関する留意点

■分配金は、預貯金の利息とは異なり投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金
額相当分、基準価額は下がります。
■分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払わ
れる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、
分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。
■投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当す
る場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同
様です。

作成基準日　2025年11月28日
お客様用資料（月報）


